

















































































解像度は、1280 × 800 dpi であった。また音声においてはノイズキャンセル機能付きヘッドホン（Bose















（ 3）被験者は、15mもしくは 30 秒間のクロール泳を行い、内的映像と音声の撮影を行った。また、
模範泳者は、25mのクロール泳の内的映像の撮影を行った。泳速度とストローク頻度はそれぞ









ラムは、以下の（ 1）から（ 8）の手順で実施された。 
（ 1 ）体操、ストレッチおよびウオーミングアップを行う。（10 分間）
（ 2）模範泳者が模範泳を行う。その際、被験者はプールサイドまたは水中から観察を行う。（ 5分間）
（ 3）被験者は、模範泳者のGDを用いての内的映像を視聴する。（ 5分間）
（ 4）各被験者が練習を行い、指導者 2名と模範泳者 1名から指導を受ける。（ 5分から 10 分間）
（ 5）各被験者は自身のGDを用いた内的映像を視聴し、課題の確認を行う。（ 5分間）
（ 6）各被験者が練習を行い、指導者 2名と模範泳者 1名から指導を受ける。（ 5分から 10 分間）
（ 7）クロール泳における泳げる距離の測定を行う。その際、指導者 2名は、表 2のクロール泳技術
の観点から評価を行う。（ 5分間）
（ 8）25m泳げなければ、（ 2）から（ 7）を繰り返す。また、繰り返しは最大 3回までとした。
5．調査・測定方法
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GDプログラム後の被験者Aの評価は、姿勢部門の「上体がそりすぎていない」（ 2点→ 3.5 点、1.5
点の増加）、「足が沈みすぎていない」（ 1点→ 3点、2点の増加）、および「呼吸で頭の状態が起きてい
ない」（ 2点→ 3点、1点の増加）で技術の向上がみられた。また、プル部門では、「手が外側をかいて
いない」（ 1点→ 3点、2点の増加）と「肘が落ちて水をなでていない」（ 2点→ 3点、1点の増加）で
技術の向上がみられた。キック部門においては、「足首を曲げたままキックをしていない」（ 2点→ 2.5 点、
0.5点の増加）で技術の改善がみられた。また、コンビネーション部門の「呼吸のタイミングが合っている」
（ 1点→ 3点、2点の増加）と「ローリングしている」（ 2点→ 3点、1点の増加）で技術の向上がみられた。
被験者 Bにおいては、GDプログラム後の姿勢部門では、「上体がそりすぎていない」（ 1点→ 3点、
2点の増加）、「足が沈みすぎていない」（ 2点→ 3点、1点の増加）および「呼吸で頭の状態が起きてい
ない」（ 2点→ 3.5 点、1.5 点の増加）において技術の向上がみられた。プル部門では、「手が外側をか
いていない」（2点→ 3点、1点の増加）と「肘が落ちて水をなでていない」（ 2点→ 3点、1点の増加）
で技術の向上がみられた。また、コンビネーション部門の「呼吸のタイミングが合っている」（ 2点→4点、
2点の増加）で技術の向上がみられた。 
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